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平成 22 年度第 1 回(通算第 12 回) 

冷凍空調規格委員会 議事録 

 

Ⅰ．日時：平成 22 年 7 月 27 日(火) 13:30～16:30  

Ⅱ．場所：高圧ガス保安協会 第 2・3 会議室 

Ⅲ．出席者（順不同、敬称略） 

  委員長：功刀 

  副委員長：小口 

  委員：松尾、福田、伊藤、辻、松浦、石川、太田、澤柳、三好、小川、高木、

樋爪、西田（代；鈴木） 

  METI：長村 

KHK：荒井、松木、鈴木 
 

Ⅳ．配付資料 

資料 69 前回議事録（案） 
資料 70 冷凍空調規格委員会委員名簿（案） 
資料 71 冷凍空調装置の施設基準検討分科会委員名簿（案） 
資料 72 冷凍空調装置の施設基準の改正に係る書面投票のコメント及び対応

内容（案） 
資料 73 冷凍空調装置の施設基準〔ﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ、二酸化炭素の施設編〕(案) 

修正抜粋版 
 資料 74 冷凍空調装置の施設基準〔不活性のﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ冷凍能力 20 ﾄﾝ未満の

施設編〕(案)  修正抜粋版 
資料 75 冷凍空調装置の施設基準〔可燃性ガス、微燃性ガスの施設編〕(案) 

修正抜粋版 
資料 76 冷凍空調装置の施設基準〔ﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ、二酸化炭素の施設編〕(案) 
資料 77 冷凍空調装置の施設基準〔不活性のﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ冷凍能力 20 ﾄﾝ未満の

施設編〕(案) 
資料 78 冷凍空調装置の施設基準〔可燃性ガス、微燃性ガスの施設編〕(案) 

 

Ⅴ．議事概要 

１．報告 
（１）事務局から、委員及び委員代理者出席者数は 15 名であり、規格委員会規
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程第１４条第１項に定める定足数を満足する旨の報告があった。 
  

（２）事務局から、規格委員会 川口委員、荻野委員、加我委員の退任の報告、
石川委員、西田委員、樋爪委員の就任の報告及び紹介並びに冷凍空調装置

の施設基準検討分科会 藤原委員の退任の報告、中川委員の就任の報告があ
った。 

 
２．議案 
（１）功刀委員長から、各委員及び代理者に対して、委員倫理心得を遵守する

ようお願いした。 
 
（２）資料 69 に基づき、前回の議事が確認され、議事録が承認された。 
 
（３）資料 70 及び 71 に基づき、冷凍空調規格委員会委員名簿（案）、冷凍空

調装置の施設基準検討分科会委員名簿（案）について事務局から説明があ
った。 審議の後、挙手による採決がなされ、全員一致で承認された。 

 

（４）資料 72 基づき、冷凍空調装置の施設基準の改正に係る書面投票のコメン

ト及び対応内容（案）について事務局から説明があり、了承された。 

なお、本資料、第３項目の「欧州 EN378-1（2008）ではセパレートタイプ

での A3 冷媒使用を条件つきで認めているにも係らず、本施設基準では屋外

設置ユニット型とした考え方を解説に入れる」旨については、本基準では、

ISO 基準をベースとしているため不要とされた。 

 

（５）冷凍空調装置の施設基準（案） について、資料 73～75 に基づき､事務局

から説明があり、下記の項目を修正することとした。 

 ・「１ 適用範囲」の内容を正確かつ分かりやすく整理することとする。 な

お、資料 75 可燃性ガスの施設編の適用範囲について、「可燃性ガスは表２

に掲げる冷媒ガスに限る旨」とし、新規に冷媒ガスが開発された場合は、

その都度見直しを行うこととして了承された。 

 ・資料 73 及び 75 の表６「配管標識の区分」について、（流体）、（フルオ

ロカーボン）を削除することとした。 

 ・冷媒ガスの限界濃度の表における数値を ISO 規格の最新版にて再度確認す

る。 



3/3 
 

・今回の審議検討に基づき、修正したのち８月中旬ごろまでに各委員に資料

を送付し、確認いただくこととした。 
 

（７）その他 

    次回は、平成 22 年 9 月 30 日（木） 13:30～16:30 とする。 
 

以上 


